
【Ⅰ　ターゲットイヤー２０２０】 【Ⅱ　教訓を踏まえた危機管理対策】
（東京2020大会を追い風としたスポーツ振興） （自助・共助・公助の強化（岐阜県強靱化計画に基づく対策））

「ねんりんピック岐阜２０２０」の開催 防災意識向上のための県民運動の推進と市町村トップの意識醸成
聖火リレー、コミュニティライブサイトの実施による東京2020大会の盛上げ
冬季国体スピードスケート競技会の開催 市町村の初動対応支援と迅速な情報提供のための被害情報集約システムの更新
東京2020大会参加国の事前合宿受入れ、ホストタウン交流事業の展開 停電対策やプライバシー確保など避難所の環境改善に向けた助成制度の創設

災害ボランティアの充実に向けた指導員の配置

（観光ビッグイヤーを契機とした内外交流の拡大） 消防団員・水防団員の確保の推進
防災・減災、県土強靱化に向けたインフラなどの整備

（ＣＳＦ・ＡＳＦ対策の充実・強化）

（「清流の国ぎふ」が誇る文化・芸術の発信）
エンジン01 in 岐阜の開催
国際陶磁器フェスティバル美濃'20の開催
２０２０地歌舞伎勢揃い公演の開催

【Ⅲ　「清流の国ぎふ」創生総合戦略の実行】
 

（ふるさとを担い、活躍する人づくり） （子育て支援） （世界に誇る「ぎふブランド」）
◎「ぎふ木遊館」の開館による木育の展開 ◎地域全体で子育てを支える活動への支援 ◎
◎「森林総合教育センター（morinos）」の開所による森林教育の展開 ◎ ◎
◎ ・ ◎
◎ （虐待・家庭内暴力の防止と被害者の支援） ・海外の陶芸美術館との交流促進
◎各種媒体を通じた福祉の仕事の魅力ＰＲ ◎ ・
・全県立高校へのＡＬＴ（外国語指導助手）の配置 ◎ ・
・ （貧困からの脱却支援） （競争力の高い観光地づくり）
（多様な学びを支援する教育体制の充実） ◎ ◎清流木曽川再発見プロジェクト（仮称）の推進
◎特別支援学校の狭隘化解消・再整備 ◎ ・中部山岳国立公園の魅力増進
◎小学校への専科指導教員の配置 ・ ・県観光連盟のＤＭＯ登録に伴う機能強化［再掲］
◎高校部活動の地域への移行に向けたモデル事業の実施 （交通事故防止の推進） （地域資源・地場産業の磨き上げ）
（いじめ防止対策の強化） ・ ◎
・ ◎岐阜和傘の振興に向けた支援
・ＳＮＳを活用したいじめ相談窓口の充実 ・地場産業の販路開拓などに対する支援
（産業を支える人材の育成・確保） （医療の充実） ・
◎起業に向けた合宿形式によるワークショップの実施 ◎ ・「ぎふ女のすぐれもの」の認定と販売促進
◎試験研究機関を活用した分野横断的な次世代技術者の育成 ◎ （広域ネットワーク・インフラの整備）
◎ ◎岐阜大学との連携による小児在宅医療の拠点の設置 ・
◎ ・医師の確保及び診療科偏在の是正 ・
・ ・ドクターヘリの運航による広域的な搬送体制の確保
・ （介護・福祉の充実）
・伝統的工芸品の後継者確保・育成への支援 ◎強度行動障がいの軽減につながる人材育成の支援 （未来技術の実装）

・老人福祉施設などの整備促進 ◎
（健康と生きがいをつくるねんりん運動） ◎

（氷河期世代を応援する環境整備） ◎一市町村一健康づくり運動補助金の創設 ◎新たな技術を活用した公共交通活性化の支援
◎長期間未就労者のための受入企業の開拓 ◎高齢者の社会参加に向けた総合的な支援 ・
◎ ◎胃がん検診の受診率向上に向けた助成制度の創設 ・
◎就職氷河期世代に対する正規雇用に向けた講座などの開催 ◎ ・
（高齢者が輝く社会づくり） ・
◎高齢者が担うことができる介護業務の切り分けによる就労支援
（女性の活躍推進） （ＳＤＧｓの推進）
◎女性の継続就業に向けた講座・交流会の開催 ◎ （未来につながる農畜水産業づくり）
（障がいに関わらず活躍できる環境の整備） ◎ ◎
◎ ◎ ◎ブランド力強化に向けた新品種づくりや流通管理技術の開発
◎ ◎ ◎
◎ （暮らしやすいまちづくり） ◎
◎ ◎ ・
・ ◎ ・種豚「ボーノブラウン」の再造成
（外国人材の活躍促進） ◎ツキノワグマによる被害防止対策の推進 （１００年先の森林づくりの推進）
◎ ◎ ◎
◎農業分野における外国人材の活用促進に向けた支援 ・名鉄名古屋本線高架化の都市計画事業認可に向けた調査の推進 ◎
◎林業分野における外国人材活用の検討
・外国人への日本語教育機会の提供体制整備

ＡＳＦにも備えた衛生管理基準を踏まえた施設整備に対する助成制度の創設

「ＩｏＴコンソーシアム」を核としたＩｏＴなど先端技術の導入促進

③ 誰もが暮らしやすい地域

スマート農業の推進拠点を活用した普及促進
建築業における生産性向上に向けたＢＩＭの導入

航空宇宙生産技術開発センターにおける人材育成と研究開発の推進［再掲］

名鉄名古屋本線高架化の都市計画事業認可に向けた調査の推進［再掲］

② 誰もが活躍できる社会

② Society5.0に対応する産業競争力の強化

木材生産の効率化に向けたスマート林業の導入

県観光連盟のＤＭＯ登録に伴う機能強化

複数校をつなぐ遠隔教育のモデル実施

・ 「命のビザ８０周年」を記念した岐阜・リトアニアの交流・人道観光の推進

新たなプロモーション展開による訪日外国人の誘客強化

・

・
・

ジュニア選手の競技力の向上

ひきこもり支援の充実

林業就業のため県内に移住する方への移住支援金給付制度の創設
農業と福祉の架け橋となる「岐阜県版農業ジョブコーチ」の育成

持続可能な地域医療確立に向けた病院の経営分析
医師少数区域などで勤務する医師のスキルアップに向けた助成制度の創設

失語症者への意思疎通支援者の派遣

地域貢献や地元就職の促進などに取組む私立大学への支援制度の創設［再掲］

障がい者の高齢化に向けた障がい福祉・介護従事者の連携体制の整備

就職氷河期世代支援に向けた国などとの連携強化と支援策の積極的な広報

② いつまでも健やかで生きがいをもって暮らせる地域

自然・歴史・文化・産業などの体験を通じたふるさと教育の推進

タブレット端末導入による子ども相談センターの体制強化

・ 東京2020大会における県産農畜水産物の魅力発信 ◎

建設現場に即したＩＣＴコーディネーターの派遣

航空宇宙生産技術開発センターにおける人材育成と研究開発の推進

伝統的工芸品産業の振興に向けた支援の充実

リニア岐阜県駅周辺及び東海環状西回り区間の整備促進

乳児院による妊産婦、子育て家庭への育児支援

いじめ・不登校などが多い校区へのスクールカウンセラーなどの常駐配置

子ども食堂の運営などに係る助成制度の拡充

未就学児の見守り活動への支援の充実

東京2020大会における県産農畜水産物の魅力発信［再掲］ぎふ性暴力被害者支援センターにおけるＳＮＳ相談の試行的開設

里親養育の包括支援体制の整備

ゲノム解析技術の利用による優れた種雄牛の造成
豪州への輸出に向けた県内鮎の病原体保有状況の調査・分析

③ 農林畜水産業の活性化

ＳＤＧｓへの理解醸成と推進体制の構築

難聴児に対する療育支援の強化
「排出ゼロ」を目指した温室効果ガスの排出抑制の推進

聴覚障がい児童生徒に対する学習支援の強化
「岐阜県気候変動適応センター」の開設

新たな県ＧＡＰの制度創設

畜産研究所養豚・養鶏研究部の再編

介護分野における外国人材の就労などに向けた支援 交通事業者向けの脳健診受診に対する助成制度の創設 中国江西省との林業分野での交流促進
特用林産物の生産量・生産額増加に向けた多角的な取組みの展開

「岐阜県障がい者総合就労支援センター」の開所
高齢運転者の安全運転支援装置の購入に対する助成制度の創設
林業就業のため県内に移住する方への移住支援金給付制度の創設［再掲］

３　地域にあふれる魅力と活力づくり

幼児教育・保育の無償化の推進 世界農業遺産の国内外への発信強化

国際陶磁器フェスティバル美濃'20の開催［再掲］

県産品ブラッシュアップの支援

◎

日米貿易協定を追い風とした飛騨牛プロモーションの展開

歯列による簡便な年齢判定手法の確立などを通じた効果的な経口ワクチン散布

低出生体重児など成長発達の特性に応じた子育て支援手帳の配布・支援 米国での県産品のテスト販売の実施

① 新たな時代を担う人づくり ① 子どもを守り育てる環境整備（岐阜県少子化対策基本計画） ① 「ぎふブランド」の創造と発信

◎ ◎ 野生いのししの地域別捕獲計画の策定
病性鑑定機能を有する飛騨家畜保健衛生所の整備による家畜防疫体制の強化

・
・ 岐阜関ケ原古戦場記念館や「麒麟がくる」を核とした戦国武将観光の推進 ・

・ ◎ 経営再開などの取組みを支援する「ＣＳＦ対策・養豚業再生支援センター（仮称）」の設置
◎

１　「清流の国ぎふ」を支える人づくり ２　健やかで安らかな地域づくり

地域貢献や地元就職の促進などに取組む私立大学への支援制度の創設

Ⅱ　令和２年度当初予算　　「『清流の国ぎふ』づくり２０２０　～魅力の創造・発信　危機管理の徹底～」

  ・　 「清流の国ぎふ」創生総合戦略の２年目となる令和２年度は、引き続き戦略の３本柱に基づき、取り組んでいくことを基本とする。

  ・　 一方で、２０２０年をターゲットイヤーと位置づけ取り組んできた様々な施策を全面展開するとともに、度重なる自然災害やＣＳＦなどの課題・懸案に

　　万全を期する。

◎ ◎
◎ ◎ 「命を守る」防災教育・学校防災の推進

◎
・ 障がい者アスリートの育成・強化支援 ・ 広域処理を念頭に置いた災害廃棄物処理体制の強化

◎ ◎
・ ◎

「◎」は新規事業

資料Ⅱ 参考資料１


